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■研究概要

パラミクソウイルス科には麻疹ウイルス、おたふく風邪ウイルスの

他、呼吸器ウイルス（パラインフルエンザウイルス、RSウイルス、メタ

ニューモウイルス）、致死性脳炎ウイルス（ニパウイルス、ヘンドラウ

イルス）が含まれる。これらのウイルスは、宿主免疫から逃れるため

様々な回避機構を進化させてきた。特に、初期の宿主免役応答で重

要な役割を果たすインターフェロン（IFN）システムに対しては、ウイル

スのアクセサリータンパク質（C、V、M2-2等）が細胞内シグナル伝達

を様々なステップでブロックしている。

■応用展開・共同研究テーマ例

・新興感染症(ニパウイルス・ヘンドラウイルス）を対象とした研究

・メタニューモウイルスの増殖評価法の提供
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研究シーズ

－ 宿主インターフェロンシステムに対する対抗能の進化 －

■研究者からのお願い（ニーズ）

・ウイルス自然免疫回避機構（特に新興ウイルス）の分子レベルで

の解明（基礎研究レベル）から、臨床応用に向けた共同研究

パラインフルエンザ１型
ウイルスは、少なくとも
６箇所で阻害している。
V 蛋白質はIFN産生経
路（２箇所）を、また、C 
蛋白質はIFN産生経路

（２箇所）の他、
JAK/STAT経路（２箇所）
をブロックする。

宿主IFN システムとパラインフルエンザ１型ウイルスのシグナル伝達阻害 
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